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令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価（中間評価） 学校関係者評価 

（３月 14 日実施） 

総合評価（３月 24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

生徒の学力向
上 の た め 、
個々の学習ニ
ーズに対応し
た「確かな学
力」定着を図
る環境づくり
を推進し、知
識の習得と思
考力の育成の
バランスに留
意した学習指
導の開発や授
業改善に取り
組む。 

○新学習指導要領に
基づいた生徒の資
質・能力の育成に向
けて、ＩＣＴを活用
し「個別最適な学
び」と「協働的な学
び」を充実させ、
「主体的・対話的で
深い学び」の実現に
向けた授業改善につ
なげる。 
○生徒による授業評
価の項目に、８「私
は、授業の課題・予
習・復習などを家庭
学習で取り組むこと
ができた」を加え、
評価ポイント 3.3 以
上を目指す。 

①授業見学週間や研究授
業のテーマを明確にする
とともに、「教科ごとの
取り組みがつながる工
夫」や「生徒による授業
評価をふまえた改善」に
取り組む。 
②家庭学習と授業の連動
による効果的な学習 
を、各教科で具体的に実
践するよう働きかけを行
う。 

①生徒による授業評価か
ら授業研究活動の成果が
読み取れたか。 
②生徒による授業評価の
項目８の評価ポイントが
3.3 以上であること、ま
た自由記述欄で家庭学習
に取り組む姿勢が読みと
れたか。 

①授業見学週間を設
け、教科に関係なく授
業を相互見学し、 
その結果を見学シート
にまとめて全職員に配
付することで、 
個別最適な学びの実現
を目指した ICT の活用
方法やグループワーク
を通じた協働的な学び
の実践例を全職員で共
有することができ、組
織的な授業改善につな
げることができた。 
②生徒による授業評価
の項目８の評価ポイン
トは、全体平均 3.1 で
あり、今回目標には届
かなかったが、自由記
述欄から家庭学習につ
いて課題意識や必要感
をもって取り組む態度
を読み取ることができ
た。 

①テーマを明確にした
研究授業の実践や、新
学習指導要領に基づく
ICT の効果的な活用に
ついて、今後も継続し
て取り組んでいきた
い。 
また、教科内での情報
共有や、校内研究授業
への積極的参加を促
し、「主体的・対話的
で深い学び」の実現に
向けた授業改善をさら
に進めたい。 
②各教科で、家庭学習
と授業が結びつくよう
な取り組みを引き続き
検討するとともに、改
善策を学校全体で共有
する機会を設ける。 

①丁寧な校内授業研究・生
徒による授業評価について
高く評価する。今後の展開
については、教師の教える
授業形式（プレゼン、自学
課題、協働的な授業様式な
ど）と、学習が行われる社
会様式（集団での対面、個
人、ペアワーク、グループ
ワークなど）の組み合わせ
がどのように展開されてい
るのかについて着目すると
さらに収穫があるように思
う。 
②目標値に届かなかったこ
とは残念ではあるが、今後
の見通しや意欲があるとの
ことで、明るい兆しがある
と感じた。また、今後の方
向性として、どのようなと
ころを家庭学習で行い、ど
れが授業でどのように機能
しているかを明確にする必
要がある。 

①授業見学週間を機に、指導
方法の見直しや、指導技術の
一層の向上に、教員間で意欲
的に取り組むことができた。
今後は、より効果的な研修体
制を構築し、授業者と見学者
がお互い共通の課題意識をも
って授業研究に臨むことが必
要である。 
②生徒による授業評価の項目
８のポイントは、全体平均
3.2 であり、目標には届かな
かったが、ポイントの上昇が
見られ、各教科の指導に一定
の効果が見られた。今後は、
家庭学習の質的改善として、
授業で学んだ事柄を家庭学習
で活用できるような課題のあ
り方を検討するとともに、生
徒の学びを促し支える指導が
必要である。 

①今年度の研究授業の反省点
を踏まえ、授業改善に向けた
本校の今後の課題を明確化す
る。 
また、評価場面や評価方法を
工夫して，学習の過程や成果
を評価し、教員の指導の改善
につながるものにしていくた
めに、教員研修会や、研究授
業の取り組みを強化する。 
②家庭学習と授業を連動させ
る取組を行い、主体的な学習
を促し、学習習慣を培いつ
つ、基礎学力の充実を図る。
また、新設した自習室の活用
を促す。 

２ 
生徒指導・
支援 

学習活動以外
のさまざまな
場 面 を と ら
え、生徒の自
己・他者理解
力を深化させ
るとともに、
自主的に取り
組む態度を身
に付けるよう
支援する。 

○瀬谷高祭など学校
行事の生徒主体によ
る運営を実現させ
る。 
○取り組む生徒を維
持することから部活
動の活性化を目指
す。 
○規則正しい生活習
慣の確立と規範意識
を高めることと、
様々な成果を収める
こととの関連性を理
解させる。 
○安心して学校生活
を送れる環境づくり
を目指し、教育相談
体制の確立を図る。 

①生徒による行事運営組
織に対し、集団活動での
個人の役割や課題、目標
などを常に問う。 
②部活動加入率を定期的
に把握しながら、部長会
などを通じて部員定着の
働きかけを行う。 
③強制的な指導ではな
く、理解を促し、自主的
にルールを守る姿勢を支
援する。 
④生徒情報の共有とケー
ス会議を定期的に開催
し、登校が困難な生徒を
支援する。 
⑤交通社会の一員として
の事前教育を強化する。 

①行事後の調査で、自主
的に取り組めた生徒が
70％を超えたか。 
②年度末の調査で、部活
動加入率 70％台を維持
できたか。 
③定期的な生徒への働き
かけにより、継続中の頭
髪指導対象者以外の、新
たな指導対象者が０人で
あったか。 
④長期欠席者が前年より
減少したか。 
⑤地域からの苦情件数を
記録し、今後その減少を
目指していく。 
 

①文化祭後の生徒アン
ケートにおいて、自身
の主体的な取り組みや
能力の成長を実感する
旨の回答が、「リーダ
ーシップ」以外の全項
目で 80～90%台となっ
た。 
③新たな頭髪指導対象
者が５名であった。 
④生徒情報の共有が図
れ、学年団として支援
にあたれている。 
⑤地域からの苦情や情
報提供をいただき、指
導にあたっている。 

①文化祭では概ね目標
達成と判断する。引き
続き、合唱祭の成果と
併せて検証を行う。 
②部活動については今
後データ収集から目標
に向けた取り組みを行
う。 
③行事や長期休業を経
て指導対象者が増えな
いよう、身だしなみを
整える意義の理解を深
める。 
④生徒情報の共有が効
率的に行われるよう、
情報シートの作成に取
り組んでいる。 
⑤事前教育を強化する
ための計画立案に取り
組む。 

①コロナ禍において、瀬谷高
祭を実施し、全校一丸となっ
て不自由ながらも工夫を凝ら
し、成功させたのは素晴らし
かった。また、他校が中止し
ている修学旅行も実施したこ
とも高く評価している。 
②③④⑤生徒指導・生徒支援
に必要不可欠な情報共有の充
実化を図っていることを高く
評価する。今後の展開とし
て、情報の質という観点で
は、場合によっては、生徒自
身の声を踏まえた情報である
かどうか、を吟味する必要が
あると思います。 
⑤自治会の会合に学校も参加
し、学校として指導ができる
ことを説明していただける
と、自治会でも支援できる部
分があると思う。 

①文化祭での「主体性の発
揮」などについて、生徒・教
員間で若干の認識の差がアン
ケート結果から伺えた。 
②部活動について、新入生OT
を実施したり、部活動講演会
を行ったりしたが、効果の検
証は行わなかった。 
③頭髪指導では新たに指導が
必要な生徒が２名ほどいた
が、指導により適切に修正が
できた                          
④長期欠席者数は集計中であ
るが、進級や卒業に向け適切
な支援に取り組めた。情報シ
ートの活用により、学校全体
で生徒情報を共有し、ケース
会議にタイミングよくつなげ
ることができた。 
⑤地域からの苦情や情報提供
は担当が把握し対応した件が
14 件であった。それを受け、
指導に温度差が生じないよう
配慮した注意喚起ができた。 

①生徒側の「とても」と教員
側の「だいたい」という評価
の差に対しては、目標の共有
を促すことで両者の理解の一
致と達成感の向上を図る。 
②企画ごとの参加者アンケー
トや、部活動加入率の推移把
握などで、まず検証材料を揃
える。 
③頭髪指導では、人権を尊重
したうえで地毛を把握する方
法を構築していく。また、生
徒会が取り組んでいる生徒の
「目安箱」に寄せられる意見 
目を向け、学校の指導が実態
とかけ離れたものにならない
よう配慮していく。 
④情報シートの活用をはじめ
とした教育相談の組織的な体
制を、さらに精査して生徒の
支援を効果的にしていく。 
⑤教員が校外に出向き、生徒
の様子を観察することは交通
安全だけでなく生活指導面で
様々な効果が上がると考える
が、業務負担という点とのバ
ランスを考え、効果的な指導
法を構築していく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価（中間評価） 学校関係者評価 

（３月 14 日実施） 

総合評価（３月 24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

生徒一人ひと
りにキャリア
イメージを明
確化させると
ともに、生徒
の自己実現達
成 を 支 援 す
る。 

○生徒一人ひとりの
多様な進路ニーズに
対応した支援体制、
および関係行事等の
さらなる充実を図
り、進路に対する意
識の向上を促す。 

①進学希望者の支援の早
期化・計画化を図る。看
護医療など特定分野希望
者へのきめ細かな支援を
行うと共に、多様な受験
方法への対応の強化を図
る。 
②生徒・保護者対象の説
明会等のイベントについ
て、対面・オンラインを
使い分けた柔軟な実施方
法により、生徒個々のﾓﾁ
ﾍﾞｰｼｮﾝｱｯﾌ、および進路
へのイメージの明確化を
図る。 

①②の各支援内容ではコ
ロナ禍において、生徒の
多様なニーズに対応する
支援内容が企画されてい
るか。説明会などの内容
について、立案・実施が
適切になされているか。
アンケートなどによる反
応を探ると共に、特にオ
ンライン説明会の場合
は、アクセス数が全体の
半分以上となるように情
宣、働きかけに努める。 

①②共に、３年は例
年通り年度当初早々
からの支援を実施、
１・２年も１学期中
に保護者対象の進路
行事を実施して意識
向上に努めた。希望
者増加傾向にある総
合型選抜や公募制推
薦も早めの支援を行
いきめ細やかな対応
を意図した。説明
会・ガイダンスの実
施に際しては、情勢
を鑑みた対面方式に
加え、オンデマンド
方式の動画配信も行
い、ニーズに応える
よう努めた。 

①②の各支援内容に
ついては、オンライ
ンへのアクセス数等
について留意してい
くと共に、今後生
徒・保護者対象のア
ンケートを実施して
生徒・保護者のニー
ズの状況把握に努め
る。 

①生徒のニーズを踏まえた対
応を展開していることを高く
評価する。特に「イメージの
明確化」という視点はとても
重要であると思います。ま
た、１年、２年のうちから多
くの進路行事を行うことは、
大変よい試みだと思います。 
②コロナ禍で急速に浸透した
オンラインを使用した説明会
やイベントなどを積極的に活
用していることは評価でき
る。リアルと違って後から各
個人が自分の都合の良い時に
見返せるメリットを生かして
どんどん活用して欲しいと思
います。 

・コロナ禍への対応は
すっかり定着した観が
あり、可能と思われる
対応はほぼ実施出来た
と思われる。 
・今後の状況を注視し
イベント等の支援内容
を良く精査する必要が
ある。コロナ禍以前の
内容に拘泥せず、ICT
活用はもとより新たな
試みを積極的に展開し
ていく必要がある。 
・コロナ禍に関わら
ず、学校を取り巻く情
勢は変化しており、生
徒・保護者の状況、そ
のニーズを的確に把握
する必要がある。 

・新校のスタートに伴
い、生徒への支援の内実
がより効果的になるよう
に、グループからの指
示・働きかけを活性化
し、全体的により統一・
徹底した内容となるよう
に努める。 
・生徒・保護者からの反
応（イベント等でのアン
ケート回答等）を良く検
討し、より実質・効果的
な支援となるように努め
る。 
 

４ 
地域等との 
協働 

生徒が地域の
中での自分の
役 割 に 気 づ
き、ともに支
えあって生き
ていく喜びを
体得し、豊か
な人間性を獲
得するよう支
援する。 

○生徒に地域貢献活

動等への積極的な参
加を促し、自分の役
割への気づきを促進

し、自己肯定感を高
める。 
○より良い社会の実

現に向け生徒一人ひ
とりが主体的に生き
る上で必要な能力と

態度を養う。 

①近隣の幼稚園や養護学
校との協働、ﾊﾏﾛｰﾄﾞ･ｻﾎﾟ
ｰﾀｰ活動、募金や手話活
動等の支援を通して､生
徒の自発的態度を育成す
る｡ 
②教育課程研究開発校
「シチズンシップ教育に
係る研究」指定校とし
て、より良い社会の実現
に向け生徒一人ひとりが
主体的に生きる上で必要
な能力と態度を養うため
の指導計画や教材等の研
究開発に取り組む。 

①地域貢献活動やボラン

ティア活動等 10 回以上
実施し、生徒の意識の向
上を図り、自発的な態度

を育成できたか。 
②教育課程研究開発校
「シチズンシップ教育に

係る研究」指定校とし
て、１年間を見通した計
画書と３年間を見通した

計画書を策定することが
できたか。 

①近隣の幼稚園やﾊﾏ

ﾛｰﾄﾞ･ｻﾎﾟｰﾀｰ活動、
手話活動の支援は、
コロナ禍の制限の中

だが実施できてい
る。 
②「シチズンシップ
教育に係る研究」指
定校の指導計画や教
材等の研究開発に取
り組めた。教員研修
会を実施できた。 

①引き続き、コロナ

禍での安心安全な在
り方を模索しなが
ら、生徒の活動を支

援する。 
②引き続き指定校事
業の推進を図るとと
もに、２年目の計画
立案に取掛る。 

①地域の中の学校として
地域に出ていろいろな試
みすることは良いと思い
ます。コロナ禍ではある
が、近隣幼稚園等とのコ
ラボは今後も継続し、若
い力を地域の助けとして
出してほしい。 
②研究の方向性あるいは
主な論点について記述が
あるとよいと思います。 

①近隣の幼稚園やﾊﾏﾛｰ

ﾄﾞ･ｻﾎﾟｰﾀｰ活動、手話
活動の支援は、ｺﾛﾅ禍
の制限の中で実施でき

た。 
②「ｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ教育に
係る研究」指定校の指
導計画や教材等の研究
開発に取り組めた。教
員研修会を実施でき
た。 

①ｺﾛﾅ禍でも安心安全に
活動できる在り方を工夫
しながら地域との連携を
強化し、生徒の活動を支
援する。 
②「ｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ教育」の
目的である「より良い社
会の実現に向けて、一人
ひとりが主体的に生きて
いく上で必要な能力と態
度を養う」ため、各教科
で学んだことが、どのよ
うに自分や社会に還元さ
れているかわかるよう
な、授業改善をしてい
く。 

５ 
学校管理 
学校運営 

生 徒 、 保 護
者、地域から
信頼される学
校づくりを推
進する。 

○県民の教育を担う
という責任を自覚
し、職務を遂行する
とともに、事故不祥
事防止に努める。 
○学校現場に即した
実効性のある防災教
育・防災訓練を実施
する。 

①各種説明会、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
やﾘｰﾌﾚｯﾄ等、高校体験ﾌﾟ
ﾛｸﾞﾗﾑを通し県民や入学
希望者に本校の魅力特色
を広報する。 
②入学者選抜では根拠通
知等に沿い、事故防止意
識を高く保ち、適切な手
順での業務遂行を徹底す
る。 
③校務用及び学習者用回
線を適切に管理し、事故
不祥事防止に努める。 
④年２回の防災訓練，年
１回の防災講話を前例に
とらわれず、生徒が主体
的に動き考える場にす
る。 

①説明会を県民 320 人以
上に、本校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ更新
を 10 回以上、高校体験
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 5 本以上を実施
し、本校の魅力特色を広
く県民や入学希望者に広
報できたか。 
②入学者選抜業務での事
故を０に抑えることがで
きたか。 
③校務用回線端末を 50
台以上、学習者用ｱｸｾｽﾎﾟ
ｲﾝﾄ 30 機以上、授業用
ICT 化用生徒識別 950 ア
カウント以上、生徒持込
端末不正接続監視用識別
950 台以上の事故を防止
する取組みができたか。 
④前年度の反省を活か
し，より質の高い訓練、
講話が実施できたか。 

①各種説明会、ﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞやﾘｰﾌﾚｯﾄ等を
通し県民や入学希望
者に本校の魅力特色
を広報できている。 
②入学者選抜では根
拠通知等に沿い、事
故防止意識を高く保
つため、手順を再確
認している。 
③校務用及び学習者
用回線を適切に管理
し、事故不祥事防止
に努めている。 
④第１回防災訓練は
天候不順が続き実施
できなかったが、消
防署とタイアップし
た教員対象の研修は
充実した内容であっ
た。 

①コロナ禍の中だ
が、年度前半に考案
した工夫等を盛込
み、後半の広報活動
にも力を入れる。 
②入学者選抜業務の
再確認をマニュアル
へと早急にまとめ、
担当者会など職員へ
の共有を図る。 
③引続き適切な管理
に努め、同時に業務
の簡便化を目指す。 
 
④予告なしの訓練実
施、生徒に今以上に
役割を持たせるなど
の工夫をしたい。 
 

①目標設定のところに具
体的な方向性を示すよう
な記述があると取組との
関連が明確になると思い
ます。 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに文化祭の様
子の動画を載せて見るの
もよいアピールになると
思います。 
②入学者選抜での事故は
中学生の一生を左右する
ものです。マニュアル通
りに進め事故防止に努め
てください。 
③学校から外へつながる
パソコンや外から学校へ
アクセスする状況が増え
てくることから、サイバ
ーリスク保証の保険も検
討してもよいかもしれま
せん。 
④生徒・保護者・地域か
ら信頼される学校づくり
は大いに推進すべき目標
です。 

①各種説明会、ﾎｰﾑﾍﾟｰ
ｼﾞやﾘｰﾌﾚｯﾄ等を通し県
民や入学希望者に本校
の魅力特色を広報でき
た。夏季休業中の学校
案内の強化や、学校説
明会後の校内散策など
今年度新たな取組も取
入れた。志願者数が
421 人（1.32 倍）変更
後も 400 人（1.26 倍）
となり、入学希望者に
魅力が伝えられた。 
②入学者選抜では根拠
通知等に沿い、事故防
止意識を高く保ち事故
防止に繋げた。 
③校務用及び学習者用
回線を適切に管理し、
事故不祥事防止に努め
た。 
④初めて災害救助犬に
よるデモンストレーシ
ョンを行った。生徒達
が非常に関心を持って
臨んだ。 

①コロナ禍の中だが、年
度前半に考案した工夫等
を盛込み、後半の広報活
動にも力を入れる。 
②今年度の入学者選抜業
務の振返りを次年度のﾏﾆ
ｭｱﾙへと早急にまとめ、
担当者会など次年度の引
継を丁寧に進める。 
③ﾊﾟｿｺﾝが教育局を通じ
外界と繋がっていること
から、教育局のｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ
に沿いながら万全のﾘｽｸ
対策を引続き継続する。 
④感染拡大防止の縛りが
だいぶ緩和されてきたの
で、ここ 3 年間とは違う
防災訓練を企画したい。
地域との連携も行えると 
よい。 



 

 


